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～  ご協力いただきました 妹背牛町の親子のみなさんと 

ご指導くださいました関係者のみなさんに、心から感謝申し上げます。～ 

 

 「閉校記念バレーボール大会」最終日の１０月１３日（月）、妹背牛町総合体

育館にて「生産・開発商品即売会」を実施しました。 

本校では、模擬会社の経営体験を通して、食育教育と勤労の尊さを理解し、自

己の生き方を考える総合的な学習の時間「起業プロジェクト」と、本町主要特産

物である米に係る体験活動から地元妹背牛町のＰＲを行う目的のもと、様々な取

り組みを通し、生徒の自主性や創造性を育むことをねらいとして、田植えから稲

刈り、商品開発・販売までの体験活動を実施しております。今回の即売会では、

プロジェクトにおいて生産・開発した商品を販売しました。妹背牛町の皆様、大

会参加選手、保護者をはじめ応援者の皆様にご来店いただき、心からお礼申し上

げます。特にお米の販売においては、多くの来客で行列ができ、販売開始まもな

く完売となりました。これも一重に、商品の生産・開発、販売にあたり、妹背牛

町の皆様、協力いただいた企業の方や保護者の皆様の温かいご支援のおかげであ

ります。本当にありがとうございました。現在は、より多くの方に妹背牛町をＰ

Ｒしたいと考え、お米のネット販売を実施しております。本校生徒が機械を使わ

ず、田植え、雑草取り、稲刈り、はざかけによる天日干し等心を込めて生産しま

した。詳しくは、本校ホームページ「ネット販売特設ページ」（生徒作成）をご

覧ください。（なお、ネット販売は１０月３１日をもち終了となります。） 

ご来店いただき、本当にありがとうございました。 

当日は、商品が生産 ・開発されるまでの一連の流れ

がわかるように、写真を使 った映像を流しました（生

徒作成 ）。また、全ての商品に、商品に関するチラシ

を付け販売しました。 

閉校記念バレーボール大会について  

１０月１１日～１３日、妹背牛町、

町バレーボール後援会、町教育委員

会、妹背牛町各企業等の絶大なるご支

援のもと、全道各地より１９校が参加

し、熱き戦いが繰り広げられました。

今回の大会のテーマ「Our dreams go 

on きらめく笑顔 絆（私たちの夢未

来へ）」にふさわしく、会場全体が笑

顔で溢れ、感動のうちに閉幕しまし

た。多くの応援をいただきまして、あ

りがとうございました。 

 

 
 
 
●  4 日（火）  体育祭 

電卓検定セミナー(～７日) 

●  9 日 （日）  全商珠算電卓実務検定 

● 10 日（月）  ワープロセミナー(～2１日) 

● 17 日（月）  防犯教室・授業料等口座振替

清掃強化週間(～2１日) 

● 23 日（日）  全商ワープロ実務検定 

● 24 日（月）  勤労感謝の日振替休日 

● 26 日（水）  後期中間考査(～2８日) 

１１月の行事

「「進進路路決決定定状状況況」」   
 9 月中旬の就職試験解禁により本格

化した進路決定の取り組みですが、内定

の連絡が続々と届き、現在就職希望者 3

名、進学希望者 4 名の内定をいただきま

した。今後も未決定者を残さずに閉校を

迎えることができるよう、指導に力を注

いでゆきたいと考えています。  

○ホームページ： http://www.moseushi.hokkaido-c.ed.jp（パソコン用） ○メール： moseushi@hokkaido-c.ed.jp 

「保健講座Ⅰ（ふれあい体験講座）について」 
 9 月 22 日（月）5･6 校時、保健講座Ⅰに取り組みまし

た。妹背牛町の親子さんたちにご協力いただき、昨年度

から 3 学年を対象に実施している「ふれあい体験講座」

です。今回は、8 ヶ月～１才 5 ヶ月の赤ちゃんとご家族

20 組を超えて参加くださいました。「いのちを感じる･考

える」をテーマに、実際にふれあい、感じることのでき

る貴重な時間でした。 

＜生徒の感想より＞  
・赤 ちゃんにとってお母さんは一番の存在

で、絆が強いと思った。 

・子どもは大人に頼るけれど、大人も子ども

の笑顔や一つ一つできることに喜びを感じ

て、お互い支え合っているように感じました。 

・ひとり一人のいのちはたくさんの方々に守ら

れて存在しているのだと感じ、いのちについて

考えることができました。 

・自分も昔こうやって育てられたと思うと、とて

もありがたく感じました。 


